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背景

2021年：平湯温泉でのインバウンド調査により、人手不足の
課題が明らかに（名古屋外国語大学 2021）

2022年 : 平湯温泉・福地温泉の旅館に対してインターンシッ
プに関するニーズ調査を実施→ 第4回飛騨高山学会で、学生向
けインターンシップ制度を提案

2024年夏季：福地温泉4軒・平湯温泉1軒の協力のもと、
インターンシップ事業を開始（1年目）

2025年夏季：前年と同様の旅館で、事業の2年目を実施
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１）事業の実施状況

２）持続性ある事業の実現

1. 発表内容
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2. 方法・期間

【募集対象】
全国の大学生、短大生、専門学生

【募集期間】
2025年5月20日(火）～7月31日(木）

【募集方法と採用までの流れ】
①広報
②応募申し込み
③採用の可否
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3. 結果

応募者数：18名
採用者数：15名（1名は採用後辞退）

他大学からの問い合わせ：2名
応募者数：1名
採用者数：0名
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各旅館に配置されたインターン生の内訳

A旅館 B旅館 C旅館 D旅館 E旅館

4名 1名 1名 2名 6名
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インターン生の目標

※ユーザーローカルテキストマイニングツール
（https://textmining.userlocal.jp）による分析8



インターン生のプロフィール

学年では2年生が最も多く、学科では国際教養学科の学生が最も多い

1年生(4人）

2年生(6人)

3年生(3人）

4年生(1人）

学年別参加者の数（n=14)

1年 2年 3年 4年

国際教養学科

（10人）

英米語学科

（3人）

世界教養学科

（1人）

学科別参加者の数（n=14)

国際教養 英米語 世界教養
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4. 昨年度の教訓を踏まえた事業実施状況

【改善できた内容】

１）昨年度のインターン生の体験談や旅館側の声をSNSで紹介

２）アルバイトとの差異化のため旅館のインターン生担当者
による中間・最終フィードバックの強化

３）運営側で担当制を設け、旅館側とのより円滑な連絡を促進

４）8時間の労働時間の徹底と報酬の統一化
10



5. インターンシップ事業評価
5-1.インターン生側からの視点

【調査方法】
Google Classroom上で、参加者にインターンシップ前後の
事前・事後アンケート調査の実施

【項目】
・取り組んだ業務内容
・自己評価
・事業参加における自身の目標（目指す姿、習得したいスキル）
・インターンシップを通して学んだこと
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業務内容

接客
配膳、フロント業務、お茶出し、館内説明、
部屋の案内、お見送り

裏方業務
清掃（客室、浴場）、皿洗い、布団敷き・片付け

12



自己評価

・前に踏み出す力・思考する力
自ら物事に進んで取り組む、 粘り強く取り組む
目的と課題を明らかにする

・チームで働く力
自分の意見をわかりやすく伝える、状況判断する
メンバーの意見をていねいに聞く

・おもてなしの力
礼儀・マナーを守る、客への言葉遣いに気を付
ける、客との会話を楽しむ、冷静に物事に対処する
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チーム内で自分の意見をわかりやすく伝える

(n＝１３）

14



インターンシップを通して学んだこと
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5.インターンシップ事業評価

【調査実施時期】
2025年10月18日(土）~10月20日(月）

【調査方法】
対面での聞き取り調査

5.2 旅館側からの視点

【調査項目】
1) インターンシップの全体評価
2) 受け入れ側の今後の対応
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旅館側からの視点

【結果】
1) インターンシップ全体評価

・実際のインターンの期間、時期、勤務時間は適切であったか
→２週間では短いと感じる旅館が多かった

・本事業は人材不足解消に繋がったか
→全旅館から人材不足の解消に繋がったとの回答を得た。
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旅館側からの視点

【結果】
2) 受け入れ側の今後の対応

・来年も本事業を継続するか
全旅館から来年も継続したいとの回答を得た。

・今後どんな人材を求めるか
・３週間以上参加できる学生を求める
・1.2年生は旅館に活気をもたらすため、より魅力的
・就活を終えた3.4年生には長期インターン 18



6. 考察

・SNS発信による人材の拡がり

・旅館側のフィードバック強化により学びの質が
向上

・短期型（2週間以内）から長期（2週間以上）・
継続型への転換の必要性

・季節需要などを考慮した運営体制の構築 19



7. 今後の展望
〜持続性ある事業の実現を目指して〜

１．繁忙期の再度のインターンシップ参加

２．地域との継続的な関係維持の仕組みづくり

３．SNS強化による人材確保
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ご清聴ありがとうございました

2024年度・2025年度インターンシップ事業
運営スタッフ

21


